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メール配信の3つのステップ

1 配信リスト作成（セグメント機能で抽出 or CSVでインポート）

配信対象となる配信リストをセグメント機能で作成する

2 メール文面の作成・配信設定

タイトル・本文の作成を行い、配信予約を行う

3 効果測定・改善

配信結果（開封率・クリック）を確認し、配信目的がどれくらい達成できたかを振り返る
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配信リストを作る方法は2つ

セグメント機能で抽出する
（動的リスト）

CSVでインポートする
（静的リスト）
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セグメント機能とは

ferret One内にあるリード情報を抽出条件を設定して、セグメントリストとして活用ができる機能です。
フォーム項目やリード項目、行動履歴（サイト閲覧やメール開封など）の情報をAND・OR条件で抽出することが
できます。

■ 特徴
・一度作成すれば、設定した抽出条件で自動更新になる

■ 利用ケース
・セミナーの申込者リスト
・特定ページの閲覧者リスト
・特定ラベルを付与した顧客リスト

■ 応用編
・メール配信リストだけでなく、アプローチリストとしても
活用できる。
（例）メールマガジンの開封者
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おすすめの使い方例

失注済み顧客に営業担当から一斉にメールを送信する

＜ferret Oneの事例＞
・半年に1回程、お手紙風のメールをセグメント配信
・BtoBで予算申請が多い10月、2月
・400件〜500件配信で、11商談・2受注も発生🎉
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おすすめの活用方法｜無効リードリストの作成

逆営業や競合企業にメール配信をしたくない場合は、「無効リード」のようなラベル運用もおすすめです

目視で除外したいリードに
「無効リード」ラベルを付与する

カスタム項目に既存顧客かどうかを
判定できる項目を用意して、除外
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Salesforceの顧客データ同期やAPI連携で更に便利に！

面倒なデータ更新は、SFAとの顧客データ同期で自動化！
SFA内にある商談ステータスやターゲットフラグを活かしたメール配信ができるようになります。

顧客データ同期

リード
リード

取引責任者

5分間に一回、fOリードの情報を紐づくSFのリード/取引先責任者に同期して差分を一致させる
一致キーとなる情報はメールアドレス

Kintone

Mazrica

現在ご利用いただけるのは、Salesforceとの顧客データ同期（対象：MAプランのお客様）のみですが、
今後APIの解放に伴い、その他のSFAやCRMとも連携が可能になる予定です

Salesforce
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顧客データ同期で何ができる？

データの適切に管理、鮮度を保ちます

重複を防ぎ、不要な
リードを作成しない

5分に1回同期するので
二重管理が不要

Salesforceにしかないデータ、ferret Oneにしかない
データ、双方向連携なら複雑な設定をすることなく

どちらのデータも使うことが可能。

データを正しく使うには、しっかりと精緻に管理する必
要があります。双方向連携を行えばSalesforceとferret 

Oneのデータを一致させるので管理コストを削減。

顧客データを一元管理することでマーケ施策を効率化します

顧客データを使った施策が簡単に

Aさん

Aさん

Salesforceのデータを
使ってセグメントメール

サイトデータを使って
分析レポートを作成

SFASFA
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配信リストを作る方法は2つ
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CSVでインポートする
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CSVのインポートとは

ferret One内にあるリード情報を抽出条件を設定して、セグメントリストとして活用ができる機能です。
フォーム項目やリード項目、行動履歴（サイト閲覧やメール開封など）の情報をAND・OR条件で抽出することが
できます。

■ 特徴
・都度CSVでインポートする必要がある
・一時的にインポートするだけのものであればこちら

■ 利用ケース
・展示会での名刺交換リスト

←インポートする手順の詳細は、こちらの動画で解説
　https://fo-keiyaku.hmup.jp/mail-delivery-setupma
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エラーが起きやすい原因

リードインポートは、1件でもエラーが起きると全件インポートができません。

【インポートに失敗しやすい原因】

✔ 同一メールアドレスの重複リード

✔ 電話番号のバリデーションが正しくない
（半角数字＋半角ハイフンのみ可）

✔ メールアドレスの入力ミス
（＠マークが大文字、空白が入っている）
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インポート時の設定
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メール文面の作成

各パーツをドラック＆ドロップで入れて、メール文面を作成（HTMLメール・テキストメールどちらも対応）

■メルマガの作成手順
①タイトルを入力
②文章を入力
③配信者名義・署名の設定をする

送信先の会社名や氏名などを変数にしたい場合は、
「置換文字」をご利用ください。

■参考
・文面例は、BtoBグロースステップ STEP2「リード
獲得を最大化する」にて解説しております。合わせ
てご覧くださいませ。

https://docs.google.com/presentation/d/1kqgG7nU8WPYs9kLF6b76OfqKcJrqKqDI2DFarFkBwDI/edit?slide=id.g2f9d9b52f02_0_4167#slide=id.g2f9d9b52f02_0_4167
https://docs.google.com/presentation/d/1kqgG7nU8WPYs9kLF6b76OfqKcJrqKqDI2DFarFkBwDI/edit?slide=id.g2f9d9b52f02_0_4167#slide=id.g2f9d9b52f02_0_4167
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参考：AIBOWを利用してメール文面を簡単に作成！

タスクを選択
質問に答えて

文面を書いてもらう
メールを貼り付け
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配信予約

　配信先セグメント
　配信対象の母数（複数選択可）

　除外セグメント
　除外する対象（複数選択可）

　配信対象に配信停止中のユーザーを含める
　チェックをONにすると配信停止中ユーザーにもメールが配信されます。
　※配信を希望しないユーザーにメールを配信した場合、特定電子メール法に基づき、　
罰則が科される可能性があります。法的な指針に従い、適切な手続きを踏むようにし　
てください。　

　配信先セグメントから除外セグメントを引いた配信件数
　※50,000件を超える場合は、複数のメルマガに分けてください。また、送信日時も数　
分ずらして登録ください。
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配信予約

「今すぐに配信する」or「指定日時に配信する」を選択して、配信予約

【確認画面】
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メール配信の3つのステップ

1 配信リスト作成（セグメント機能で抽出 or CSVでインポート）

配信対象となる配信リストをセグメント機能で作成する

2 メール文面の作成・配信設定

タイトル・本文の作成を行い、配信予約を行う

3 効果測定・改善

配信結果（開封率・クリック）を確認し、配信目的がどれくらい達成できたかを振り返る



21© Basic Inc. All Rights Reserved.

メールマガジンの効果測定

メルマガの数値を振り返る
下表は、全ターゲットにメルマガを送った場合の、コンテンツ別の指標の数値の目安です。

リストの質によってパフォーマンスは大きく左右されますが、まずは下記の数値を上回ったかどうかで良し悪しを評価しましょう。

指標 ホワイトペーパー セミナー サービス紹介資料

到達率 98.0%以上 98.0%以上 98.0%以上

開封率 15.0〜20.0% 15.0〜20.0% 15.0〜20.0%

クリック率 9.0〜11.0% 6.0〜8.0% 5.0〜7.0%

CV率 22.5〜38.5% 25.0〜40.0% 13.5〜30.0%

　※リストの数やリストの新しさによっても変わるため、上記数字は一例です。

※クリック率 = クリック数 / 開封数 × 100

【全ターゲットに送った場合の一般的な数値例】

※CV率=CV数 / クリック数 × 100
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メールマガジンの効果測定

※各指標の説明

指標 説明

到達率 到達率 ＝（配信数−バウンス数） / 配信数 × 100

開封率 開封率 ＝ 開封数 / 到達数 × 100
（※母数を「配信数」とする場合もあります）

反応率 反応率 ＝ クリック数 / 開封数 × 100
（※母数を「配信数」や「到達数」とする場合もあります）

コンバージョン率 コンバージョン率 ＝ コンバージョン数 / クリック数 × 100
（※母数を「配信数」「到達数」「開封数」とする場合もあります）
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メールマガジンの効果測定

メール配信を行うと、開封数〜CV数まで確認が可能に。開封・クリック・CVユーザーまで特定可能。
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参考：AIBOWを利用してメールの分析も自動化！

・特に成果が良かったメールの特徴は？
・特に反応がいいコンテンツのテーマは？
・成果が悪いメールは？どう改善すればいい？
・反応の良い曜日や時間帯っていつ？

ああ、メール送ることに必死になっ
てなかなか振り返りできていない…

今だと、確認したいメールをみてリスト化して

クリック率がいいもの・CV率がいいものなどチェックして

実際のメルマガのタイトルや本文を見て示唆を出す

これからは、
ferret Oneで送信したメール
を分析して 改善案や示唆を提
案！

これまで・・・

http://www.youtube.com/watch?v=bI0iPFXlk1Y
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メール配信の3つのステップ
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おすすめ動画
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